
(57)【要約】

本発明は、高分子光ファイバー導波管（ＰＯＦ－ＬＷＬ

）の切断装置であって、下部クランピング顎部（２）と

、上部クランピング顎部（３）と、ブレード（４）とを

具備し、該下部および上部クランピング顎部（２，３）

によりＰＯＦ－ＬＷＬを保持して、切断ポイントの軸方

向に沿う両側で、半径方向の圧力により該ＰＯＦ－ＬＷ

Ｌを切断する切断装置に関する。

JP 2004-507791 A 2004.3.11



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
高 分 子 光 フ ァ イ バ ー 導 波 管 （ Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ ） の 切 断 装 置 で あ っ て 、
下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ２ ） と 、
上 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ３ ） と 、
ブ レ ー ド （ ４ ） と
を 具 備 し 、 下 部 お よ び 上 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ２ ， ３ ） に よ り Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ （ ５ ） を 保
持 し 、 半 径 方 向 の 圧 力 を 掛 け る こ と に よ り 、 切 断 ポ イ ン ト の 軸 方 向 に 沿 う 両 側 で 該 Ｐ Ｏ Ｆ
－ Ｌ Ｗ Ｌ を 切 断 す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 部 お よ び 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ３ ， ２ ） は そ れ ぞ れ 一 体 式 に 形 成 さ れ て お り 、 ブ レ ー
ド （ ４ ） は 、 最 小 の 遊 び で 、 軸 方 向 と 交 差 す る 方 向 に ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ３ ， ２ ） 内 の ス
ロ ッ ト （ ６ ） 内 に 誘 導 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 部 お よ び 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ３ ， ２ ） は そ れ ぞ れ 半 円 形 の 断 面 を 有 す る 誘 導 溝 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
ク ラ ッ デ ィ ン グ を 有 す る Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ （ ５ ） を 切 断 す る た め に 、 誘 導 溝 の 断 面 は 、 フ ァ
イ バ ー と ク ラ ッ デ ィ ン グ の 断 面 よ り 直 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 小 さ く 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
ク ラ ッ デ ィ ン グ を 有 さ な い Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ （ ５ ） を 切 断 す る た め 、 誘 導 溝 の 断 面 は 、 小 さ
な 寸 法 許 容 誤 差 で 、 フ ァ イ バ ー 断 面 と ほ ぼ 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 表 面 （ ２ ， ３ ） に お け る 誘 導 溝 の 縁 は 、 材 料 を 挟 み 込 む こ と が な い よ う
に 、 外 側 に 向 け て 面 取 り す る か 、 丸 み を つ け る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ な い し ５ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
ブ レ ー ド （ ４ ） は 、 許 容 刃 物 角 が 最 小 の 、 対 称 に 研 磨 さ れ た 切 れ 刃 （ ７ ） を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 （ ２ ， ３ ） の そ れ ぞ れ が ２ つ の 部 分 か ら な り 、 Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ （ ５ ） に
軸 方 向 の 事 前 応 力 を 掛 け る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ な い し ７ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
ブ レ ー ド （ ４ ） が Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ に 引 き 切 り を 行 う こ と が で き る よ う に 誘 導 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 、 上 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 、 お よ び ブ レ ー ド を 具 備 す る 、
高 分 子 光 フ ァ イ バ ー 導 波 管 （ Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ ） の 切 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
高 分 子 光 フ ァ イ バ ー （ Ｐ Ｏ Ｆ ） は 、 特 に デ ー タ 送 信 へ の 利 用 度 が 高 ま っ て い る 導 波 管 で あ
る 。 そ れ ら は 、 高 純 度 の Ｐ Ｍ Ｍ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｐ ｅ ｘ 社 ） な ど の 透 過 性 の 合 成 物 質 か ら な り
、 そ の 直 径 は 典 型 的 に １ ｍ ｍ で あ る 。 そ れ ら は 押 し 出 し 加 工 し た ク ラ ッ デ ィ ン グ に よ り 保
護 さ れ て い る の で 、 ク ラ ッ デ ィ ン グ を 含 む 典 型 的 な 導 波 管 ケ ー ブ ル は 約 ２ ． ３ ｍ ｍ の 直 径
を 有 す る 。 端 面 の 光 学 的 な 品 質 は 、 例 え ば プ ラ グ － ソ ケ ッ ト 接 続 な ど の 、 光 の 連 結 お よ び
切 断 時 の ロ ス を 極 小 に す る の に 決 定 的 な 重 要 性 を 有 す る 。 Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ の 端 面 は 、 反 射
性 で 、 滑 ら か で 、 か つ 平 面 で あ っ て 、 フ ァ イ バ ー の 軸 に 垂 直 で な け れ ば な ら ず 、 ま た 破 裂
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を 生 じ ず 、 発 生 す る 閃 光 が 出 来 る 限 り 少 な く 、 端 面 下 領 域 の 異 物 な ど に よ り 屈 折 率 に 変 化
を 受 け な い も の で な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 そ の よ う な 端 面 の 製 造 は 、 容 易 、 つ ま り 迅 速
な 再 生 産 が 可 能 で 、 経 済 的 で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の よ う な 端 面 の 製 造 法 に は 、 既 に 知 ら れ て い る い く つ か の 方 法 が あ る が 、 そ れ ら は 端 面
に つ い て 設 け ら れ た 品 質 基 準 の た め に 、 多 か れ 少 な か れ コ ス ト 高 で 、 多 大 な 時 間 を 必 要 と
す る 。 例 え ば 、 も っ と 要 件 の 少 な い 用 途 に お い て は 、 一 般 的 に は か み そ り の 歯 に 類 似 し た
誘 導 ブ レ ー ド を 用 い て 、 単 に 切 断 す る こ と に よ り 端 面 を つ く る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 目
的 の た め に 考 案 さ れ た 方 法 お よ び ト ン グ は 、 Ｄ Ｅ １ ９ ８ ４ ２ １ ２ ２ Ａ １ に 公 開 さ れ て い る
。 要 件 が も っ と 多 い 場 合 、 そ の よ う な 端 面 は 、 続 い て 研 削 お よ び 研 磨 処 理 さ れ る か 、 ま た
は 熱 め っ き 処 理 、 す な わ ち 研 磨 し た 端 面 表 面 の 溶 融 処 理 を 施 さ れ る 。 こ の よ う に し て 品 質
を 向 上 さ せ た 端 面 を 得 る た め に は 労 働 力 の さ ら な る 投 入 が 必 要 と な り 、 そ れ は 大 量 生 産 の
際 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 種 類 の 装 置 を 向 上 さ せ て 、 高 品 質 の 、 つ ま り 減 衰 の 可 能 性 が で き
る だ け 小 さ い Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ の 端 面 を 、 単 一 の 作 業 シ ー ケ ン ス で 製 造 可 能 に す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 目 的 は 、 本 明 細 書 の 請 求 の 範 囲 に 従 っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 の 特 徴 を 、 従 属 請 求 項 に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 切 断 面 の 両 側 の 状 態 を 均 一 な も の に す る こ と は 、 両 側 に 半 径 方 向 の 圧 力 を 加 え
る こ と に よ り 達 成 さ れ る と い う 理 念 に も 続 い て い る 。 そ の 結 果 、 特 に 、 導 波 管 が 片 側 に し
か ク ラ ン プ 留 め さ れ て い な い 装 置 に 見 ら れ る よ う に 、 端 面 が Ｐ Ｏ Ｆ 軸 に 対 し て 約 ８ ０ 度 の
角 度 を な す こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 導 波 管 が 片 側 に し か ク ラ ン プ 留 め さ れ て い な い
場 合 に は 、 切 断 ブ レ ー ド は 、 圧 縮 ひ ず み が 小 さ い ゆ え に 強 度 も 小 さ い 側 へ 屈 折 し 、 製 造 さ
れ る 切 断 面 が 傾 斜 す る 。 Ｇ ．  Ｊ ．  Ｓ ｈ ｅ ｖ ｃ ｈ ｕ ｋ 他 （ Ｌ ｕ ｃ ｅ ｎ ｔ  Ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ ｌ
ｏ ｇ ｉ ｅ ｓ ，  Ｂ ｅ ｌ ｌ  Ｌ ａ ｂ ｓ ） に よ る 記 事 「 Ｎ ｅ ｗ  Ｆ ｉ ｂ ｅ ｒ  Ｔ ｅ ｒ ｍ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ
ｏ ｎ  Ｍ ｅ ｔ ｈ ｏ ｄ ｓ  ｆ ｏ ｒ  Ｌ ｏ ｗ  Ｌ ｏ ｓ ｓ  Ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ｓ 」 （ 日 本 国 千 葉
県 に お け る １ ９ ９ ９ 年 度 Ｐ Ｏ Ｆ 会 議 、 ポ ス ト デ ッ ド ラ イ ン ペ ー パ ー ） の ５ ２ 頁 以 降 に 、 従
来 技 術 の そ の よ う な 問 題 点 が 記 載 さ れ て い る 。 導 波 管 が 軸 方 向 の 圧 力 に 曝 さ れ る 別 の 方 法
で は 、 よ り 大 き な 減 衰 に 帰 結 す る 破 裂 が 切 断 面 の 縁 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
単 一 の 図 を 参 照 す る 実 施 形 態 を 説 明 す る こ と に よ り 、 以 下 に 本 発 明 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 は 、 本 発 明 に よ る Ｐ Ｏ Ｆ － Ｌ Ｗ Ｌ 切 断 装 置 の 長 手 方 向 の 断 面 を 示 す 。 装 置 １ は 、 大 別 し
て 、 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 ２ と 、 上 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 ３ と 、 ブ レ ー ド ４ と を 具 備 す る 。
押 し 出 し 加 工 し た ク ラ ッ デ ィ ン グ に 覆 わ れ た 導 波 管 ５ が 、 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 の 半 円 形
の 断 面 を 有 す る 溝 に 挿 入 さ れ て い る 。 溝 の 直 径 は 、 導 波 管 ケ ー ブ ル の 直 径 よ り も や や 小 さ
い 。 つ ま り 、 ケ ー ブ ル の 直 径 が ２ ． ３ ｍ ｍ で あ る 場 合 、 溝 の 直 径 は ２ ． ２ ｍ ｍ で あ る 。 導
波 管 ケ ー ブ ル ５ を 上 側 か ら ロ ッ ク し て い る 上 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 ３ に は 、 対 応 す る 溝 が 設
け ら れ て い る 。 両 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 は 、 互 い に 対 し て 押 圧 さ れ て お り 、 導 波 管 ケ ー ブ ル ５
に 所 定 の 半 径 方 向 の 圧 力 を 掛 け て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 部 お よ び 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 ２ ， ３ 内 の 溝 の 縁 は 、 上 部 と 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 の 接
触 面 領 域 で 導 波 管 ケ ー ブ ル の ク ラ ッ デ ィ ン グ 材 が 玉 に な ら な い よ う に 、 軽 く 面 取 り を 行 う
か 丸 み を つ け る こ と が 望 ま し い 。 ブ レ ー ド ４ は 、 切 断 領 域 に お い て 上 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部
を 完 全 に 横 断 し て 下 部 ク ラ ン ピ ン グ 顎 部 の 途 中 ま で 達 す る ス ロ ッ ト ６ 内 に 誘 導 さ れ る 。 ス
ロ ッ ト ６ は 、 切 断 表 面 が 軸 方 向 に 逃 げ る の を 防 ぐ た め 、 可 能 な 限 り 小 さ い 遊 び で ブ レ ー ド
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４ を 誘 導 す る 。 ブ レ ー ド ４ の 切 れ 歯 ７ は 対 称 に 研 磨 さ れ 、 ブ レ ー ド 材 の 機 能 と し て 刃 物 角
が 可 能 な 限 り 小 さ い こ と に よ り 、 ブ レ ー ド を 破 壊 す る こ と な く 導 波 管 を 切 断 す る こ と が で
き る 。 ブ レ ー ド が 対 称 に 研 磨 さ れ て い る こ と に よ り 、 切 断 さ れ た 導 波 管 の 両 切 断 面 は 完 全
な も の に な る 。 ブ レ ー ド に よ る 切 断 は 、 導 波 管 の 軸 に 沿 っ て 行 う こ と が で き 、 そ の 動 き は
線 形 と す る こ と が で き る が 、 引 き 切 り 、 つ ま り 導 波 管 切 断 中 に ブ レ ー ド を 間 隙 ６ の 前 方 ま
た は 後 方 に 向 か っ て 斜 め に 動 か す こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
最 適 な 切 断 面 を 得 る た め に は 、 ス ロ ッ ト ６ の 両 側 で 導 波 管 に 半 径 方 向 の 圧 力 が 掛 か り 、 ブ
レ ー ド の 両 側 が 同 じ 状 態 に な る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 フ ァ イ バ ー 内 部 に 亀 裂 が 広 が る
結 果 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る た め 、 切 断 中 に 臨 界 破 壊 速 度 を 超 過 し て は な ら な い 。 Ｐ Ｍ
Ｍ Ａ の 場 合 、 こ れ は ３ ４ ０ ｍ ／ 秒 で あ る 。 こ れ に 関 し て は 、 ブ レ ー ド の 刃 の 刃 物 角 も ま た
重 要 で あ り 、 切 断 面 の 軸 方 向 の 圧 縮 荷 重 を 最 小 に 保 つ た め に も 、 出 来 る だ け 小 さ く す る 必
要 が あ る 。 こ こ で 、 ブ レ ー ド 材 の 硬 度 と 、 ブ レ ー ド に 可 能 な 尖 鋭 化 と の 間 に 妥 協 点 を 見 つ
け て お く こ と が 必 要 で あ る 。 ダ イ ヤ モ ン ド ソ ー を 用 い た 場 合 、 切 断 面 の 表 面 の 質 は 、 切 断
面 を 熱 め っ き 法 ま た は 研 磨 に よ り 仕 上 げ る 方 法 よ り も 高 く な る こ と が 分 か っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 変 形 （ 図 示 せ ず ） に よ る と 、 半 径 方 向 の 圧 力 を 掛 け る と 同 時 に 導 波 管 に 軸 方 向 の
事 前 応 力 を 加 え る こ と が 効 果 的 で あ る 場 合 が あ る こ と が 分 か っ て い る 。 こ の 目 的 の た め 、
軸 方 向 の 圧 力 を 加 え る こ と が で き る よ う に 、 図 示 し た 装 置 に は 変 更 が 加 え ら れ る 。 こ れ は
、 例 え ば ス ピ ン ド ル 機 構 な ど に よ り 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 の 実 施 形 態 は 、 例 示 の み を 目 的 と し て お り 、 限 定 的 な も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 高 分 子 光 フ ァ イ バ ー 導 波 管 切 断 装 置 を 示 す 。

10

20

【 図 １ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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